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支序

美里町は平成18年 1月 1日 、宮城県北東部に位置する遠田郡内の小牛田町 。南郷町の

2町が合併して誕生した自治体です。町内には豊かな自然のなか、目指定史跡「山前遺

跡」、町指定民俗文化簿「関根神楽」などをはじめとした歴史遺産が数多く存在し、大

切に守り伝えられてきました。これら文化遺産は町民はもとより国民共有の貴重な国民

的財産であり、次世代に継承していくことが今に生きる我々の重大な責務であります。

また保存とともに積極的に公開 。活用を行うことが求められています。

しかし一方では、大規模な土地区画整理や、個人住宅建設などの各種開発事業が年を

追うごとに激化しており、特に埋蔵文化財は土地との結びつきが強いことから、破壊・

消滅の危機に晒されることが多くなってきております。

このたび調査の対象となった一本柳遺跡では、平成 7～ 11年に鳴瀬川の晃防改修と中

流堰建設計画に伴う発掘調査が、平成10～ 13年に県営ほ場整備事業に伴う発掘調査が

宮城県教育委員会により実施されました。この結果、奈良 。平安時代には掘立柱建物群

が規則的に配置されており、官衛的集落であった可能性をもった古代と中世・近世にお

よぶ複合遺跡であることが確認されています。

本書は、町道一本柳線改良工事に伴い平成18年に実施した一本柳遺跡の発掘調査の成

果をまとめたものです。これらの成果が、地域の歴史的解明と文化財保護思想の高揚の

ために役立てていただければ幸いです。

このたびの調査に当たりまして、宮城県教育庁文化財保護課には職員の派遣等、絶大

なるご指導、ご支援を頂きましたこと、改めて心から感謝申し上げます。また、現地で

調査作業に当たられた方々、関係機関の皆様に厚く御礼申し上げます。ここに関係各位

に対して慎んで敬意を表するとともに、今後も皆様のご指導、ご協力を賜りますことを

お願いする次第であります。

平成19年 3月

美里町教育委員会

教育長 宮 嶋 健



例     言

1.本書は、町道一本柳線改良工事に伴う「一本柳遺跡」の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は美里町教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課の協力を得て、美里町教

育委員会が担当した。

3.各遺跡の保存協議や発掘調査および報告書作成に当たっては、各関係者並びに以下の方々・機関

からご協力・ご教示をいただいた (敬称略)。

及川 規 (東北歴史博物館) 千葉孝弥 (多賀城市埋蔵文化財センター) 東北歴史博物館

4。 本書に使用した各遺跡の位置図は、国土交通省国土地理院発行の縮尺 =1/25,000の 地形図を複製

して作成した。

5。 本書における土色の記述については、 F新版 標準土色帖 1994年版』 1/Jヽ 山・竹原 1994)を用いて

いる。

6.測量原点の座標値は、世界測地系にもとづく平面直角座標第X系による。

7.本書で使用した遺構略号は以下の通りである。

SI竪穴住居跡 SB:掘立柱建物跡 SA:柱穴列 SD:周溝状遺構・区画溝跡 。溝跡

SE:井戸跡 SK:土竣 SX:その他

8.本書は、調査を担当した各調査員の協議を経て、岩測竜也 (美里町教育委員会)、 佐久間光平・

佐藤貴志 (宮城県教育委員会)が執筆・編集した。

9.発掘調査の記録や出土遺物は美里町教育委員会が一括して保管している。

調 査 要 項

遺 跡 名 :一本爾遺跡 (宮城県遺跡地名表登載番号 :39044 遺跡記号 :IZ)

所 在 地 :宮城県遠田郡美里町字新一本柳

調査原因 :道路改良工事

調査主体 :美里町教育委員会

調査担当 :美里町教育委員会 岩測竜也

宮城県教育庁文化財保護課 佐藤則之 須田良平

佐久間光平 佐藤貴志 千葉直樹

調査期間 :平成18年 6月 1日 ～ 9月 26日

調査面積 :約730だ
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第 I章 調査に至る経緯

旧小牛田町 (美里町)は、町東部の一本柳地内において、生活道路である町道一本柳線の幅員が狭

く通行に支障を来たしている状況であったことから道路改良工事を計画し、道路拡幅および舗装改良

工事を実施することになった。

平成16年 3月、旧小牛田町建設課から宮城県教育委員

会へ道路工事と遺跡とのかかわりについての協議書が提

出された。工事予定地は古代・中世の遺跡である一本柳

遺跡の範囲内であったことから、平成16年 4月 7日 に旧

小牛田町教育委員会 。旧小牛田町建設課、宮城県教育委

員会文化財保護課で現地協議を行った。一本柳遺跡では

平成 7年～11年度にかけて大規模な発掘調査が行われ、

古代～中世の多数の遺構や遺物が検出されているが、今

回の事業予定地はこれらの調査区に隣接 してお り、遺

構・遺物が検出される可能性が高いことから、平成16年

4月 に宮城県教育委員会より発掘調査を実施する必要が

ある旨の回容がなされた。

町合併後の平成18年 3月 22日 に地域住民を交えて調査
第 1図 一本柳遺跡の位置

期間 。調査方法等について協議を行った。平成18年 5月 2日 には美里町建設課より発掘通知が提出さ

れた。これを受けて、発掘調査は美里町教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課の協力

の下、美里町教育委員会が担当して実施することとなった。

第Ⅱ章 遺跡の概要

lH遺 跡の位置 と地理的環境

一本柳遺跡は、宮城県遠田郡美里町字一本柳・新一本柳・塩釜に所在する (第 1図 。第 2図 )。 美

里町は仙台市から北東に約40km離れた県北中央部に位置し、地理的には江合川や鳴瀬川が流れる大

崎平野東縁部にある。南には大松沢丘陵が西から東へ延び、北には箆岳丘陵が南東方向に延びており、

これらの間を江合川と鳴瀬川が東流する。両河川の間には標高15～30mほ どの低丘陵が残っており、

牛飼・彫堂・不動堂地区などにおいては現在の市街地をのせている。また、両河川沿いと低地内には

東西あるいは北西―南東方向に延びる自然堤防が発達している。

遺跡は美里町の街中心部から南東に約 3km離れた不動堂地区にあり、鳴瀬川によって形成された

標高9.5～ 10.Omほ どの自然堤防上に立地する。その範囲は東西約1.2km× 南北約300mに及び、現況で

は民家や畑・水田などとして利用されている。
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賄 越 跡  名 立  地 瑯雲  "u 時 代 道  跡  名 ヱ  地 菊雲  "U 時 代

一本柳遺跡 自然提防 集警 奈良・平安、中世、近世 後藤神社古墳 E陵 円墳 古墳中

2 卜沼遺跡 自然堤防 散布地 雪代、申世 蜂谷森横穴墓群 丘陵斜面 陵穴墓 占墳後

3 М山遺跡 自然提防 譲布地 吉代、中世 影室七鏑跡 E陵 崚館 中世

4 褒善寺古墳 E陵 き墳中 峰谷森古墳 E陵 ]墳 き墳中

交書寺館跡 lE陵 鑢 HH世 22 船入遺跡 E陵斜面 寮布地 縄文後

互露跡 E厩斜面 HH世、近世 23 八導富百壌群 E陵 円墳 古墳後

7 路頭山古墳 自然発防 古墳 占墳 黙 駒米遺跡 丘陵 集落 縄文、古墳中・後、奈長、平安、中世、近世

整山還跡 丘陵 散布地 隠文晩、古代 25 東谷地古墳 自然堤防 円墳 古墳後

小町井遺跡 丘陵鷲 散布地 古代 26 捧沼遺跡 自然堤防 謗布地 古代

陀粧坂遺跡 丘陵 散布地 占代 27 峰沼古墳 自然提防 円墳 古墳

11 よ賀宜城跡 丘陵 城館 中世 28 影童遺隊 自然堤防 散布地、古墳 縫文前・ 中・後、古墳、古代

織 塚古墳 E陵 前ガ後円墳 吉墳中 29 (国史跡)山前遺跡 E陵斜面 民塚、築落 縄文早～中、苗壌、苗代、甲世

康塚遺跡 E陵 散布地 占代 30 新山前貝塚 E陵斜面 貝塚 縄文早・中

騒塚苗墳 丘陵 円墳 百墳後 一本松古墳 丘陵斜面 古墳 百墳後

貝殻塚古墳 丘陵 ]墳 奈良 32 牛飼選跡 丘陵 散布地 縄文後、古代

素山貝塚 丘陵 貝塚 隠文早 王壇古墳 丘陵 円墳 吉墳

17 県上塚古増 陵 ■増 き増中 山内館跡 丘陵 姉 地、城館 古rt、 中世

第 2図 一本柳遺跡と周辺の追跡



なお、本遺跡は古代 。中世の集落跡として登録されており、後述するように、これまでにも数度の

発掘調査が実施されている。

2.周辺の遺跡

美里町内には縄文時代から中。近世までの遺跡が数多く存在する (第 2図 )。 縄文時代の遺跡は標

高20～30mほ どの低丘陵上に分布しており、早期の素山貝塚 (16)、 前～後期の彫堂遺跡 (28)、 早～

中期の山前遺跡 (29)。 新山前貝塚 (30)、 後期の船入遺跡 (22)、 晩期の峯山遺跡 (8)な どがみられ

る。弥生時代の遺跡は少なく、新山前貝塚、彫堂遺跡で遺物が発見されているのみである。

古墳時代の遺跡では、古墳が低丘陵ないしは自然堤防上に分布しており、一本柳遺跡西側の低丘陵

上に立地している較善寺古墳 (4)を はじめ、京銭塚古墳 (12)、 保土塚古墳 (17)な どの前 。中期の

古墳や時期が不明なものも含めて17の古墳が存在する。集落跡としては国指定史跡山前遺跡、駒米遺

跡 (24)な どがあり、前者では前期の竪穴住居群とともにこれらを区画する大溝跡が発見されている

(小牛田町教育委員会 1976)。

奈良・平安時代の遺跡には駒米遺跡、化粧坂遺跡 (10)、 峯山遺跡、狐山遺跡 (3)、 小沼遺跡 (2)

などの集落跡がある。これまでに、駒米遺跡 (宮城県教育委員会 1998)、 化粧坂遺跡、小沼遺跡 (宮

城県教育委員会 2000・ 2001b。 2002)では発掘調査が行われており、この時期の集落の状況が解明さ

れつつある。

中世の遺跡の多くは館跡であり、一本柳遺跡のある不動堂地区の低丘陵上には、一本柳遺跡と隣接

する咬善寺館跡 (5)、 西館跡 (6:鶴頭城)、 志賀堂城跡 (11)が近接して存在する。また、牛飼地区

にある応安四年 (1371)の銘を持つ大型の板碑をはじめ、鎌倉～南北朝時代にかけての板碑が町内に

は多数残されている。

3日 これまでの発掘調査

本遺跡ではこれまでに発掘調査が度々行われているが (第 3図 )、 平成 7年～■年度にかけて実施

された鳴瀬川堤防改修などに伴う発掘調査は最も規模が大きく、約30,000だの面積が発掘調査されて

いる。この一連の調査では、古代の規則的に配置された倉庫群と周溝状遺構・土壊群からなる集落跡、

中世の大溝で区画された屋敷跡が多く検出されている (宮城県教育委員会 1998。 2001a)。 古代の集

落は、一般集落とは異なり、在地有力者または富豪層の居宅を中心とした集落と考えられ、また、中

世の屋敷には在地領主級の武士の屋敷があることが判明した。

この他、平成11～ 13年度には出来川右岸地区基盤整備事業に伴う調査が行われ、古代の畦畔と溝跡

が検出され、本遺跡の北側に隣接する小沼遺跡との間の低地に古代の水田跡が広がっていることが分

かった (宮城県教育委員会 2000・ 2001b・ 2002)。

さらに、平成17年度には遺跡北西部で工場移転に伴う確認調査が行われ、古代の周滞状遺構や中世

の掘立柱建物跡、溝跡などが検出されている (美里町教育委員会 2007a)。



第Ⅲ章 発掘調査

1.調査の方法と経過

改良工事予定の現道は付近の住宅の生活道路として常時利用されており、迂回道路の確保が困難で

あることから、発掘調査の際には調査対象区域を5つに分割し、調査は4回 (① :1区、② :2・ 3

区、③ :4区、④ :5区)に分けて実施することになった (第 3図 。第 4図 )。 各調査が終了次第埋

め戻しを行い、生活道路を確保した上で次の調査区へ進んでいくという方法をとった。

調査に際しては、工事区域に沿って設置されていた杭を測量原点BMlと し、これとBM2を結ぶ線

を南北の基準線に設定して、南北の基準線およびこれと直交する東西軸をもとに3m方眼を組み、グ

①

′
r′万

工場移転にVう
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!

|

Y=22.51101111
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第 3図 調査区の位置



リッドラインはさきの測量原点

BMlを (0。 0)に 設定 して東

西・南北方向の距離 (N10、 S10

など)で表した (第 6図 。第19図 )。

基準点は、世界測地系にもとづく

平面直角座標第X系による。

BA/11 :X=-163,568.072

Y=22,658.336

BA/12:X=-163,588,071

Y=22,658.113

遺構の実測図は、平面図につい

ては縮尺 =1/100お よび 1/20、

断面図については1/20で作成し

た。写真撮影には6× 7サイズの

モノクロおよびカラーフイルム、

デジタルカメラ (1000万画素)を

使用した。

発掘調査は南側の 1区から着手

し、最後は北側の 5区で終了した。

遺構面は古代と中世の二面がある

ことから、中世の遺構検出面まで

は重機で掘 り下げ、その後遺構の

精査を行い、古代遺構の検出に際

しては手掘りで掘 り下げて精査を

行った。各区の調査経過は以下の

とおりである。

1区 :6月 1日 ～ 7月 5日。調査

区は幅 6m× 長さ32m、 面積は

192ど。上面のV・ Ⅵa層では区画

溝や掘立柱建物跡、土鍍などの中

世の遺構を検出した。中世遺構の

精査・記録を行ったのち、V層・

Ⅵa層上部を掘り下げ、下面のⅥb

層面で古代遺構の精査を行った。

その結果、南半部から竪穴住居跡

① Чl
X=-163,45000-

Y=z6猛00

|

たア
イ`
  :

く`、、   ど

X=-16350000-― ―

一
X=-163,45000

―――X=-16351X10Э

たざザ》
|  ′s
|ヽ 、  

｀

《S区》

Y‐ 2262500 Y=22.65000          Y=2267500
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m

※①～④ :第 5図の層序模式図地点  (S=ユ /1,lll10)

第 4図 調査区配置図



2軒、掘立柱建物跡 1棟、周溝状遺構 3条、溝跡 5条などを検出した。北半部には “灰白色火山灰 "

が堆積しており、古代の遺構は確認されなかった。

2区・ 3区 :7月 14日 ～ 7月 27日 。 2区と3区の間には現水路を挟んでいる。 2区は幅 6m× 長さ17

m、 3区は幅 6m× 長さ9m、 面積は計154∬。 2区ではV・ Ⅵa層面で 1区の区画溝と連結するとみ

られる区画溝、土媛など、 3区では井戸跡などが検出された。その後、V・ Ⅵa層 を掘 り下げて古代

の遺構の確認に努めたが、 3区で溝跡 1条を検出したに留まった。

4区 :8月 7日～ 8月 27日 。調査区は幅 6mX長 さ30m、 面積は180ゴ。V・ Ⅵa層面では大溝跡 (幅

3.5m・ 深さ1.5m)1条、井戸跡、土壊などを検出した。Ⅵ b層面では古代の遺構は検出されなかっ

た。

5区 :9月 ■日～ 9月 22日 。調査区は幅 6mX長 さ34m、 面積は204だ。V・ Ⅵa層面では大溝跡、そ

の他の溝跡、土墳などを検出した。大滞跡 (幅3.8m、 深さ1.5m)は 4区検出の大溝跡と連結し、区

画溝になることが分かった。Ⅵb層面では、北端部で溝跡 1条を検出したのみである。

5区の調査終了後に埋め戻しを行い、 1区～ 5区の一連の野外調査は9月 26日 にすべて終了した。

2E基 本層序 (第 5図 )

調査区は標高9.2～9.8mほ どの自然堤防上に位置しており、微地形をみると南側がやや高く、北側

が低い。その高低差は約50cmほ どである。堆積層はほぼ同一であるが、低地にのみ薄く灰白色火山

灰の堆積が認められる。以下の層序は、以前の調査 (宮城県教育委員会 1998・ 2001a)と 基本的には

同じである。

I層 :表土 (盛土・耕作土など)

Ⅱ層 :a:にぶい黄褐色 (10Y4/3)シ ルト、 bi灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルトに細分できる。調査

区全体に厚さ20～ 30cmほ ど堆積する。水の影響による堆積層の可能性がある。

Ⅲ層 :黒褐色 (10YR2/2)粘 土質シルト。調査区全体に15～ 20cmほ どの厚さで認められる、中世

期の堆積層。 2～ 5区にかけては上部がやや乱れており、にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ルト

が不均質に混じる層 :(Ⅲ )が認められる。

写真 1 調査区近景 写真 2 調査状況



Ⅳ層 :黄灰色～灰色 (2.5Y～ 5Y6/1)粘土質シルト。今回の調査区では確認できていない。

V層 :灰白色火山灰 (lo世紀前葉頃に降灰したと推定される火山灰 :十和田a)。 1区北半から北側に分布。

厚いところで 2～ 3cmほ どある区域もあるが、ほかは薄くて痕跡的。

Ⅵa層 :黄褐色 (2.5Y5/3)シ ルト。5～ 10cmほ どの厚さがあり、調査区全体に認められる。

Ⅵb層 :責褐色 (2.5Y5/3)粘土質シル ト。Ⅵa層 よりやや明るく粘性が増す。酸化鉄の沈着あり。

調査区全体に分布する。古代の遺構確認面。

Ⅶ層 :にぶい黄色 (5Y6/3)粘土質シルト。粘性があり、酸化鉄の沈着が多い。地形的にやや高い

1区では 2層に細分 (a:オ リーブ褐色シルト、b:黄褐色粘土質シルト)できる。一部グラ

イ化。

Ⅷ層 :にぶい黄色 (2.5Y6/3)砂層。粗砂～細砂。グライ化。

1000m

灰白色火山灰

第 5図 層序模式図

3日 検 出遺構 と遺物

調査の際には、南北に細長い調査区を 1～ 5区に細分しているが、以下では現水路が通る 2区 と 3

区の間で区分し (第 4図 )、 S区 :1・ 2区、 N区 :3～ 5区 と改めて三分して説明していく。

古代の遺構 。遺物はS区南区域を中心に分布しているが、中世の遺構・遺物は S・ N区全体に及ん

でいる (第 6図・第19図 )。

(1)古代

1)検出状況 (第 6図、図版 2～ 5)

微地形的にはS区南側がやや高く、N区北側へ向かって徐々に高度を下げている。古代遺構の検出

面であるⅥ b層は、 S区南とN区北ではその高低差が40～ 50cmほ どある。遺構は地形的にやや高い

2区②付近
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S区南半部に集中しており、 S区北半部からN区では小規模な溝跡が 2条検出されたのみである。こ

の区域では厚さ2～ 3cmも しくはブロック状に “灰白色火山灰"の堆積が認められる。

S区南半部では竪穴住居跡 2軒、掘立柱建物跡 1棟、周溝状遺構 3条、土墳 1基、溝跡・溝状遺構

4条などの遺構が確認された。また、土器集中地点や焼土・炭化物粒の分布なども認められた。これ

らの遺構にはそれぞれ重複関係が認められる。ただ、調査区が狭いため、遺構はいずれも部分的な検

出に留まっている。

第 1表 古代遺構一覧

遺構種類 遺構No 地区
特 徴

図
形 状・規 模 ほか 備   考

竪穴住居跡
S区 方形状 :東西3m以上 。南北3m以上。

S1109 S区 方形状 :東西3m以上・南北35m。 北辺にカマド。 S1108よ り新。

掘立柱建物跡 SBl16 S区 1間 Xl間。柱間:東西165m・ 南北165m SD105と 組み合うP

周溝状遺構

SD105 S区 弧状。上幅18～22m・ 深さ20～ 30cm。 壁面・底面は凹凸あり。 SBl16に 付属する滞跡か

SDl10 S区 弧状。上幅55～75cm・ 深さ6～20cm。 壁面・底面は凹凸あり。 SDl14よ り新。

SDl14 S区 弧状。上幅90～150cm.深さ5～ 12cm。 壁面・底面は凹凸あり。 SDl10と ほtr重複。

溝跡

(周溝状除く)

SD102 S区 南北方向。検出長135m・ 上幅100～ 190cm・ 深さ45cm。 上部に灰自色火山灰ブロック。

3D103 S区 東西方向。上幅35～50cm・ 深さ15cm。 浅い小溝跡。S1109よ り新。

SD106 S区 南北方向。検出長29m・ 上幅30cm・ 深さ5～6cm。 浅い小溝跡。

3D S区 東西方向。上幅30cm・ 深さ10cm。 浅い小溝跡。SD102よ り古。

3D S区 東西方向。上幅20cm・ 深さ10cm。 浅い小溝跡。SK101よ り古。

3D S区 弧状か。上幅90～ 150cm・ 深さ15～20cm。 壁面・底面は凹凸あり。 S1109掘 り方埋上下で確認。

3D N区 東西方向。上幅60～75cm・ 深さ10cm。 断面形 :浅い皿状。

3D N区 東西方向。上幅45～60cm・ 深さ5～8cm。 断面形 :浅い皿状。

土壊
3K101 S区 隅九方形状。長軸80cm・ 短軸70cm・ 深さ35cm。 衆化物・焼上の薄層あり。

3Kl13 S区 平面形不明。深さ30cm。 調査区南壁際で検出。

その他 3Xl17 S区 平面形不明。土竣状の落ち込み。調査区東壁際で上幅25m・ 深さ30cm。 玉109掘 り方埋上下で確認。

2)遺構と遺物

《S区》

A.竪穴住居跡

IS1108】 (第 8図 。第 9図、図版 3-1～ 4)

S区南に位置し、調査区外へと延びている。S1109住居跡と重複し、これよりも古い。

[平面形・規模]全体的な平面形や規模は不明であるが、東西 3m以上、南北 3m以上の方形状を呈

するとみられる。

[方向]北辺でみると東で北へ約16° 偏する。

[壁]床面からやや斜めに立ち上がっている。壁高は残 りが悪く、北壁では床面から5～ 10cmほ ど

である。

[床面]住居掘 り方埋土を床面としてお り、ほぼ平坦である。北側には楕円形状の焼面 (長軸

30cm× 短軸15cm)があり、付近には炭化物粒や焼土ブロックを含む薄層が分布していた。

[柱穴]主柱穴とみられる 2個 (P2・ P3)を検出した。本来は住居平面形の対角線上に 4個配置さ

れていたものとみられる。 P2は長軸34cm。 短軸27cmの隅丸方形状で、深さは38cm、 P3は径約

30cmの円形状で、深さは約15cm、 いずれも柱痕跡は不明である。

ほかにP4がある。径約25cmの 円形状で、深さは約50cm、 柱痕跡は不明である。埋土には焼土ブ



ロックが多く含まれている。

[カ マド]カ マドは不明である。

[周溝]西辺・北辺とも認められなかった。

[その他]東壁際に小土壊 (Kl)、 P2の近く

に浅いピット (Pl)が認められた。Kllよ長軸

55cmほ どの大きさで、深さは約15cmである。

堆積土は焼土プロックを含む暗灰黄色～暗オリ

ーブ褐色粘土質シルトの自然堆積上である。P

lは径35cmほ どの円形状で、深さは 5cmと浅

い。堆積土は焼土ブロックを多く含んでいる。

[堆積土]2層 に大別される。炭化物粒を含む

暗灰黄色粘土質シルトを主体とした自然堆積土

である。

[出土遺物]住居床面からロクロ調整の上師器

奏、Klか ら非ロクロ調整の土師器奏 (第 9

図 -3)、 須恵器郭、住居堆積土から須恵器郭

(第 9図 -4・ 5)。 蓋、土師器甕、住居掘 り方

埋土から不明鉄製品 (第 9図 -6)な どが出土

している。また、P4か ら百クロ調整の上師器

奏 (第 9図 ―ユ・2)が出上している。

【S1109】 (第 8図・第 9図、図版 3-1～ 4)

S区南に位置し、調査区外へと廷びている。

S1108住居跡、SB■ 6掘立柱建物跡、SD106溝

跡、SDl15溝状遺構、SXl17不明遺構と重複し、

S1108、  SBl16、  SDl15、 SXl17よ りも弟斤しく

SD106よ りも古い。

[平面形・規模]全体的な平面形や規模は不明

であるが、東西 3m以上、南北 3.5mの方形状

を呈するとみられる。

[方向]西辺でみると北で西へ約6° 偏する。

[壁]床面からやや斜めに立ち上がっている。

壁高は西壁では床面から10～ 15cmほ どである。

[床面]一度貼 り床がなされており、一次床面

と二次床面が認められる。一次床面は住居掘 り

方埋土を床面としており、ほぼ平坦である。二

|     |
mW◆
E
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第 7図 S区南の遺博
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シルト
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lV 3 た      m
S1108・ Kl

Sl1 08

層 土 色 土 性 傭 考

暗灰褐 126Y4/2) 粘土質シルト庚化物粒少量含む。部分的にグライ化。

暗灰黄 (25Y4/2) (1)よ りやや黄色味が強い。炭化物粒若干含む。

黒褐 (25Y3/1) 薄い炭層。焼土粒若干含む。

オリー7fB(25Y4/3) ンルト 陛居掘 り方埋上。地山プロックを多 く含む。

婚灰黄 25Y4/2) 粘土質シルト (1を積上。黒色味やや強い。焼土粒を着干含む。

C Kl堆積土。焼土プロツクを者千含む。

S1109

層 土 色 土 性 捕 考 層 土 色 上  性 備 考

1 暗灰黄 (25Y4/2) シルト 貫1ヒ物種・焼土紅を若千含む。 9 オリープ禍 (25Y4/3) 司議内堆積上。ほぼ均質。

2 暗灰黄 (25Y4/2) 1層 よりやや明るい。 嗜灰黄 (25Y72) 。粘性やや強い。

3 オリーブ梱 (25Y4/3) 焼土粒を若干含む。やや粘性あり。 オリーブ褐 (25YV3) シルト 区道内堆積土。焼土ブロック若干含tF。

警オリーブ褐 (2う恥 //3) 炭化物粒・焼土粒 を若干含む。 暗オリーブ褐 (25Y3潟 ) 炭化物粒・焼土プロック多 く含む。

5 暗灰黄 (25Y4/2) 民化物粒 焼土粒を若干含む。 黒褐 (あY3/2) 炭化物粒・焼土ブロック若干含む。

6 懸灰貢 (25Y4/2) 二次床面上の薄い炭層。 黒褐 (25Y3/1)

7 粘土質シルト 地山プロ ック主体。 A オリー/1S(25Y4/31 階土質シルト カマ ド側壁構築土か。地山ブロック主体。
8 黒 (25Y2/1) 炭層。 B 晋灰貢 (2うY5/2) EL居報り万埋土。地山プロツクを多く含む。

第 3図 S1108・ SI司 09竪穴住居跡
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器 種 遺構 /層 残  存
法   量 (cm)

特 徴 写真図版 登  録
口 径 底  径 器  高

1 土師器 奏 S1108  P4 同～底部 66 /1・ :ヘ ラケズリ 底 :回転糸切 り 内 :ロ クロナデ 101

2 土師器 羹 S1108 P4 口～月同部 (186) I(日 )ロ クロナデ (胴 )ロクロナデ→ヘラケズリ 内 |(日 )ロ クロチデ (胴 )ロクロナデ‐ハケメ

3 上師器  霙 S1108 Kl 国～胴部 (202) 外 :(口 )ヨ ヨナデ (胴 )ヘ ラケズリ 内 :(日 )ヨ コナデ (胴 )ヘ ラナデ
4 贋恵器 不 ,1108 堆 底部 内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切り 31

5 贋恵器 郭 ,1108雄 底部 (76) 内外 :ロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り→ナデ 106

6 不明鉄製品 S1108掘方埋土 残存長16 2ctt X幅 1 2cm× 厚 1 2cln 断面四角形 1413 鉄14

7 土師器 蓋 ,1109 -次 床 1/6 外 :ロ クロナデ→回転ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ
8 土師器 菱 口縁部 (198) 内外 :ロ クロナデ 107 41

9 土師器 甕 S1109 堆 日～胴部 (206) 内外 :ロ クロナデ 10お

煩恵器 郭 S1109 堆 ミ部 外 iロ クロナデー回転ヘラケズリ 底 :不明→回転ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ 10つ 44

須恵器 イ 真部 内外 :ロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り→ナデ
須恵器 雰 S1109 -次 床 底部 内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ll1 11

須恵器 高台郭 ,1109 -次 床 口～体部 (120) 内外 :ロ クロナデ 47

須恵器 菫 ■109 -次床 口縁部 (138) 内外 :ロ クロナデ ll1 13

須恵器 壷 X109掘 方埋土 肩部 外 :平行タタキ 内 :無文アテ具痕→ナデ ll1 14

須恵器 巽 ■109 堆 口縁部 外 :ロ クロナデ→波状文 内 :ロ クロナデ ll1 15

須恵器 奏 X109 堆 冊～底部 牛 :平行タタキーヘラケズリ 内 :ナデ
砥石 X109 堆 砂岩製 残存長6 0cm X幅 3 0ctt X厚 15～ 3 1cm 1■ 16 石 4

映鏃 X109 堆 残存長13 9cH [鏃 身]最大幅1 2cm[茎部]幅0 3cm[箆被部]幅08c皿  鏃身 :三角形 箆被茎部 X線写真で実測 141 鉄19

鉄鏃 X109 -次 床 残存長11 2cln [鏃 身]幅 0 7cll[茎部]幅0 5cm[箆 被部]幅0 7cl 箆被茎部 鉄18

鉄釘 S1109 -次床 残存長39cm X薩 o4cm× 厚0 5cll 断面四角形 145 鉄16

第 9図 SI刊 08。 SI呵 09出土遺物



次床面は、壁際を除いて厚さ2～ 3cmほ どのオリーブ褐色粘土質シルトを只占り付けている。一次・二

次床面上ではカマド付近を中心に炭化物粒の分布が認められた。

[柱穴]主柱穴は検出されなかった。ただし、北西隅で柱穴を 1個 (Pl)検出した。Plは径約30cm

の円形状で、深さは約35cm、 柱材は抜き取られている可能性がある。

[カマド]カ マドは北辺に付設されている。燃焼部の一部と煙道が残存する。燃焼部は奥行きがおお

よそ50cmほ どで、床面は浅く窪んでおり、径25cmほ どの硬化した焼面が認められる。側壁は調査区

東壁際で痕跡的に認められるが、オリーブ褐色シルトを貼り付けて構築しているようである。奥壁は

住居壁面とほぼ対応する。煙道は奥壁から一旦やや低くなってからゆるやかに傾斜してたち上がり、

1.2mほ ど北へ延びている。

[周溝]西辺と南辺の中央付近で部分的に認められた。幅20～25cm、 深さ12～ 15cmほ どである。堆

積土は暗灰黄色粘土質シルトなどを主体とした自然堆積土である。

[堆積土]2層に大別される。上半はオリーブ褐色シルト、下半は暗オリーブ褐色シルトを主体とし

ている。いずれも自然堆積土である。

[出土遺物]住居一次床面から土師器蓋・奏 (第 9図 -7・ 8)、 須恵器郭・高台郭・壷 (第 9図 -11

～14)、 鉄鏃・鉄釘 (第 9図 -20・ 21)、 住居二次床面から土師器奏、須恵器郭・奏、住居掘り方埋土

から土師器郭・甕、須恵器雰・蓋・壺 (第 9図 -15)、 住居堆積土から土師器杯・奏 (第 9図 -9)、

須恵器郭・奏 (第 9図 -10。 16・ 17)、 鉄鏃 (第 9図 -19)、 砥石 (第 9図 -18)な どが出土している。

住居床面出上の上師器奏はロクロ調整で、須恵器琢は底部が回転糸切り。無調整のものがみられる。

B.掘立柱建物跡

【SBl16】 (第 10図、図版 4-1)

S区南の調査区東壁際に位置する1間 ×1間 と推定される掘立柱建物跡である。3個の柱穴 (Pl～P3)

を検出した。南東隅柱は調査区外になる。S1109住居跡、SD106溝跡と重複し、これらよりも古い。

柱間寸法は東西1.65m。 南北1.65mで 、建物方向は西側柱列でみると北で西へ約15° 偏する。柱穴

は径22～ 27cmほ どの円形状で、深さは25～ 45cmあ る。柱痕跡は2ケ所 (Pl'P2)で認められ、径10

～12cmほ どの円形である。

この建物跡は、後述するSD105周溝状遺構 (SDH5も 一連のものか)と 関連する可能性がある。

Ci周清状遺構

ISD105(SK107含 む)】 (第 10図～第12図、図版 4-2・ 3)

S区南に位置する弧状の溝跡である。中世のSD01溝跡に壊されているが、西端部はこれ以上西ヘ

は廷びず、東側は調査区外へとさらに延びている。中央には土墳状に窪むSK107があるが、SD105と

は一連のものである。また、位置関係からすると、S1lo9住居跡の下で検出されたSDl15溝状遺構と

組み合い、前述したようにSBl16建物跡に付属する周溝状遺構になる可能性がある。SD102。 SD103

溝跡と重複し、これらよりも古い。
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層 土 色 土  性 備 考

0 婚灰貢 (25Y4/2) シルト ほぼ均質。

② 暗灰黄 (25Y4/2) 粘上質シルト よりやや暗い。

③ オリーブ褐 (25Y4/4) 地山ブロックを若千含む。

オリーブ褐 (25Y74) 炭層を含む。焼土プロックを若干含む。
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層 土 色 土 性 備 考

l オリーブ褐 (25Y73) シルト やや灰色味あり。炭化物粒 焼土粒を若干含む。
2 黒褐 (25Y3/1) 粘土質シルト薄い炭層。

3 黄IB(25Y5/3) シ,レ ト 地山ブロックを含む。

SXl17

2&柱穴掘 り方
埋土
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歩浜簑洛雹緑離!料踪

ルト

&嘲  SK107傑
D

SK107(南北)

SK107

層 土 色 土  性 備 考

| 黒 (25Y2/1) シルト 炭化物粒・焼土粒を多く含む。

2 黒褐 (25Y3/2) 粘土質シルト 焼土、地山ブロックを若干含む。

3 悟オリーブ褐 (25Y3/3)

4 黒 (25Y2/1) シルト 薄い炭層。
5 暗灰黄 (25Y4/2) 粘土質シルト 史化物粒 焼土粒 を若干含む。
6 黄掲 (25Y5/3) 地山プロックを多 く含む。

7 黄褐 (25Y5ん ) 6層 より黄色味あ り。

8 オリーブ褐 (2「どV3) 地山ブロックを多 く含む。

SDl15

層 土 色 土 性 備 考

① 晋灰黄 (25Y4/2) 枯土質シルト 炭化物 焼土粒を若干含む、地山プロックを多く含む。

第10図 SB相 6掘立柱建物跡、SD105周溝状遺構 。SDl15溝状遺構
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No 器 種 遺構 /層 残  存
法   量 (cm)

特 徴 写真図版 登  録
口 径 底  径 器  高

1 土師器 不 3D105 堆 1/5 (128) 40 外 |ロ クロナデ 底 :切離し不明→手持ちヘラケズリ 内 :ヘラミガキ→黒色処理 剥落あり 10-17
2 土師器 鉢 3D105 堆 日～体部 (214) 外 :ロ クロナデ 内 !ヘ ラミガキ→黒色処理 ll1 18

3 土師器 ak ,D105 堆 口～体部 (218) 外 :(日 )ヨ コナデ (胴 )ハケメ 内 :(日 )ヨ ヨナデ 朝同,ハ ケメ 10‐19

4 土師器 羹 】D105 堆 口～胴部 ・I・ :ロ クロナデ→ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ 10‐20

5 土師器 葵 SD105 堆 : 胴～底部 ホ:オサエ 内 :ナデ 内外面摩滅著し� 091

6 須恵器 郭 ,D105 堆 1/2 (124) 村外 :ロ クロナデ 底 :切離 し不明→ナデ 0‐ 23

7 須恵器 雰 SD105 堆 1/3 (130, 42 勺外 :ロ クロナデ 底 1回転糸切 り 0-22 8

8 須恵器 郷 ,D105 堆 (148, 勺外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り 0-閉

9 須恵器 郭 SD105 堆 1/3 (136) (74) 丸外 :ロ クロナデ 底 :切離 し不明一回転ヘラケズリ
須恵器 杯 SD105 堆 体～底部 為外 :ロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り 1

須恵器 高台イ SD105 堆 体～高台 角外 iロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り→高台接合後ロクロナデ 2

12 須恵器 壺 SD105 堆 肩部 琳 平行タタキ→ナデ 内 :無文あて具→ナデ 13

13 須恵器 菱 SD105 堆 胴～底部 71i平行 タタキ→ナデ 内 :ナデ
須恵器 箋 SD105 堆 一目 /1・ :平行 タタキ 頚部ナデ 内 :無文アテ具 頚部ナデ 5 9

第11図 SD105出 土遺物 (1)
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7(X線写真 より外形のみ作図 )

規模は上幅1.8～2.2m。 下幅1.0～ 1.5m、 深さ20～ 30cmほ どであるが、輸郭には広狭があり、壁面や

底面にも凹凸がある。断面は浅い不整な皿状を呈する。堆積土は 3層に大別できる。オリーブ褐色シ

ルトや黄褐色シルトを主体にした自然堆積土で、中位には炭化物粒を多量に含んだ厚さ1～ 2cmほ ど

の薄層が認められる。

遺物は比較的多く出上しており、堆積土上半を中心に土師器邦・鉢・奏 。手捏土器 (第 11図 -1～ 5、

第12図 -1・ 5)、 須恵器郭・高台郭・壼・奏 (第 11図 -6～ 14、 第12図 -2～ 4)、 鉄鎌・鉄斧ヵ。鉄鏃・

鉄釘 (第 12図 -6～ 10)、 砥石 (第 12図 -11)な どが出土している。須恵器郭には底部が回転ヘラ切 り

や回転糸切 り。無調整のものがみられる。

【SDl10】 (第 13図・第14図、図版 2-3)

S区の南東隅に位置する弧状の滞跡である。両端とも調査区外へ延びている。SDl14周溝状遺構と

重複し、これよりも新しい。

規模は上幅55～ 75cm。 下幅20～ 50cm、 深さ 6～20cmほ どである。輪郭はやや不規則で、壁面や底

面にもやや凹凸があリー定していない。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は 1層で、灰責褐色シル

トを主体にした自然堆積上である。

遺物は堆積土から土師器郭・奏 (第 14図 -1～3)や須恵器必・蓋・甕などの小片が少量と鉄釘 (第

14図 -4)が出上している。

oヾ 器   種 遺構 /層 残 T」
法   量 (cm)

特 徴 写真図版 登  録
口 径 底  径 器  高

1 土師器 鉢 堆 1～ 3 回～体部 外 :ロ クロナデ 内 :ヘ ラミガキ→黒色処理 6 27

2 狽悪器  不 SK107 堆1～3 38 内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り 26

3 須恵器 イ SK107 堆5～8 体～底部 内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り 8 29

須恵器 蓋 SK107 堆4 外 :ロ クロナデー回転ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ 30

5 手捏土器 SK107 堆 ] 4/5 外 :ナデ/オ サエ 内 :ヘ ラナデ/ナ デ 25

6 鉄鎌 SD105 堆 ] 食存長20 1cll× 幅20～ 4 0cm× 厚0 3cln 鉄12

7 鉄斧 カ SD105 堆 ] 甍存長72卿 刃部幅3 6cm 基部4 2cm× 17cm X線 写真で実測 1■ 11 鉄 6

8 決鏃 SD105 堆2 曳存長■5卿  [鏃身]最大幅 (10)[茎部]幅04cm[箆 被部]幅0 6cm 鏃身 :三角形 箆被茎部 X線写真で実測 142 鉄 11

9 次釘 SD105 堆〕 義存長3 8cm X幅 04cI X厚 0 4cm 断面四角形 鉄 9

10 鉄釘 SD105 堆 1 境存長7 0cm× 幅02～ 0 6cm× 厚0 6cm 断面方形 147 鉄10

ユユ 砥石 SD105 堆2 r1/N岩製 残存長3 8cll X幅 1 9cm× 厚 1 6cn 14-15 石 3

第12図 SD司 05。 SK107出土遺物 (2)
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第13図 SDl10。 SDl14周溝状遺構、

働 110

層 土   色 土  性 備 考

灰黄褐 (10YR4/2) シルト 炭化物粒を若千含む。

灰黄褐 (10YR4/2) シルト 黒IFJ色 土ブロックを若十含む。

にぶい貢褐 (10YR4/3) シルト 暁土粒・炭化物粒を若千含む。

SDl14

層 土   色 土  性 備 考

オリーブ褐 (25Y4/3) ル ト 尭土粒を若干含む。

2 オリープ褐(25Y3/3) lt土質シルト 尊い炭層。

3 音オリーブ褐 (25V3ん ) 軍い反層。 2層 より黒色「/Rあ り。

SK101

層 土    色 土  性 備 考

I にぶヤ墳褐 COYR4ん ) シルト 炭化物粒 焼土粒を若干含む。
2 黒褐 (10YR3/2) 炭化物粒 焼土粒をやや多 く含む。
3 灰黄褐 (10YR4/2) 地山主体の堆積上。

黒褐 (10YR3/1) 薄い炭層多 く含む。

5 灰黄褐 (10YR4//2) 藍面か らの崩落土か。

層 土    色 土  性 備 考

1 黒褐 (10YR3/2) シルト 灰自色火山灰プロックを多 く含む。

2 灰黄褐 (10YR5/6)

3 暗灰黄 (25Y4/2) 灰黄褐色ンル トプロックを含む。

4 灰 (10Y4/1) 災化物粒を若干含む。グライ化。

5 オリープ黒 (10Y3/1) 帖土質シルト黒色土ブロックを多く含む。粘性ややあり。

6 え (10Y5/1) シルト 炭化物粒を若干含む。

7 黒 (10YR2/1) 粘土質シルト 溌化物粒を多 く含む。粘性ややあり。

SKl13

層 土   色 土 性 備 考

又黄褐 (10Y馳 /2) シルト 炭化物粒・焼土粒を若干含む。

③ 天黄褐 (101rR4/2)

④ 灰黄褐 (10YR4/2) よりやや暗い。

SK101」二境、SD102溝跡ほんゝ



ISDl14】 (第 13図 。第14図、図版 2-4)

S区の南東隅に位置する弧状の溝跡で、前述のSD■ 0周溝状遺構とほぼ重複する。SDl10、 SK■ 3

土媛よりも古い。

規模は上幅90～ 150cm・ 下幅55～ 115cm、 深さ5～ 12cmほ どである。輪郭は不規則で、壁面や底面

には凹凸があり、SD■ 0と 同様に一定していない。断面形は浅い不整な皿状を呈する。堆積土はオリ

ーブ褐色シルトを主体にした自然堆積土であるが、底面付近には炭化物・焼土粒を含んだ薄層が部分

的に認められる。

遺物は堆積土から土師器郭 。甕 (第 14図 -5)、 須恵器郭・蓋・奏などの小片が少量出土している。

D.溝跡・溝状遺構 (周溝状のものを除く)

【SD102】 (第 13図 。第14図、図版 2-1・ 3)

S区南の西側に位置する南北方向の溝跡である。北部分は中世のSD01と ほぼ重複しており、これ

に壊されている。SD■ 1溝跡、SKl13土媛と重複し、これらよりも新しい。

検出長は13.5mで、上幅100～190cm・ 下幅70～ 115cm、 深さは45cm(調査区西壁)ほ どある。断

面形は不整な皿状を呈する。溝跡の底面付近には灰色～オリーブ黒色粘土質シルトが薄く、中位には

暗灰黄色シルトがやや厚く堆積している。また、上部には灰白色火山灰がブロック状にわずかに認め

られる。

遺物は底面や推積土から土師器奏 (第 14図 -7)、 須恵器郭 (第 14図 -6)・ 奏の小片、鉄製品など

が若干数出土している。

【SDl15】 (第 10図、図版 3-4)

S区のS1109住居跡の下で検出した。部分的な確認のため不明な点が多いが、西端は現水道管の下

で立ち上がり、それ以上西へは延びていないようである。遺構の形状や位置関係からすると、SD105

周溝状遺構と組み合う可能性がある。

平面形は不整形ではあるが、上幅90～150cm・ 下幅50～ 65cm、 深さ15～ 20cmほ どある。底面や壁

面にはやや凹凸がある。堆積土は暗灰黄色粘土質シルトで、地山ブロックを含む。

遺物は堆積土から土師器甕胴部片が出上したのみである。

【その他】これらの他に、 S区南では東西・南北方向の小溝跡が 4条 (SD103・ SD106・ SDlll・

SDl12)検出されている。上幅は20～30cmほ どで、深さはいずれも10～ 20cmと 浅い。遺物は、土師

器や須恵器の小片が少量出土しているのみである。

E.土境

ISK101】 (第 13図・第14図、図版 4-4)

S区南に位置する土壊である。北半を中世のSD01溝跡に壊されている。SDl12溝跡と重複し、こ

れよりも新しい。

平面形は隅丸方形状で、長軸80cm・ 短軸70cmほ どの大きさである。深さは約35cmあ り、断面形は



箱形を呈する。堆積土は 5層に細分でき、灰黄褐色シルトや黒褐色シルトな

には炭化物・焼土粒を含む薄層がみられる。いずれも自然堆積上である。

遺物は堆積土上半から土師器鉢・奏 (第 14図 -9。 10)、 須恵器郭 (第 14図

が出上している。須恵器郭は底部が回転糸切 り。無調整のものである。

【SKl13】 (第 13図 )

どを主体とするが、中位

-8)。 高台郭・蓋など

S区の調査区南壁際にかかっている土娠である。SD102溝跡、SD■ 4周溝状遺構と重複し、SD102

SDl14

SD102

SDl10

SK101

0             5            10cm

No 器 種 遺構/層 残  存
法   量 (cm)

特 徴 写真図版 登  録
口  径 底  径 器  高

ユ 土師器 郭 3Dl10 堆 外 :ヨ コナデイヘラクスリ 肉 :ヘ ラミガキ→黒色処理
2 土師器 菱 SDl10 堆 日～胴部 琳 :(口 )ヨ コナデ (胴 )ヘ ラケズリ 内 :(口 )ヨ コナデ (胴 )ヘ ラナデ
3 上師器 甕 SDl10 堆 胴～底都 外 :ハケメ 底部付近オサエ 底 :木葉痕 内 :ハケメ→ナデ 13

決釘 SDl10 堆 長52cm X幅 0 5cm 厚0 5cln 48 鉄20

5 土師器 墾 SDl14 堆 底部 外 :ナ デ/オ サエ 底 :木葉 tR 焼成前刻書「 X」  内 :ヘ ラナデ
賓恵器 郭 SD102 堆 底部 内外 :ロ クロナデ 底 :回 転系切 り 5 5

上師器 愛 SD102 底面 底部 界 :ヘ ラケズリ→ナデ 底 :木葉痕 内 :ナデ 6 4

須恵器 郭 SK101 堆1～3 62 刊外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り 1

土師器 鉢 SK101 堆 1～ 3 底 部 内外 :ロ クロナデ 底 1回転糸切 り 8 3

土師器 養 SK101 j41～ 3 口～胴部 外 :(日 )ロ クロナデ (胴 )ヘ ラケズリ 内 :(日 )ロ クロナデ (胴 )ヘラナデ 9 2

第14図 SDl刊 0。 SDl14、 SD102、 SK101出土遺物



より古く、SDl14よ りも新しヤヽ。

平面形や大きさなどは不明であるが、深さは30cmほ どある。

た自然堆積土である。

遺物は土師器奏の底部片が出土している。

0       5 10cm

堆積土は灰黄褐色シル トを主体とし

器 種 遺構/層 残  存
法   量 (cm)

特 徴 写真図版 登 録
日 径 底  径 器  高

lab 土 師器  賓 土器集中地点 :平行タタキ‐ロクロナデ→(1同下部)ヘラケズリ 内|ロ クロナデ→ナデ ヘラナデ外面文化物付着 12‐lab

2 土師器 菱 土器集中地点 1/5 Ⅲ:(日 )ロ クロナデ (胴 )ロ クロナデ→ナデ→ヘラケズリ 内:ロ クロナデーナデ 1歩2 54

3 土師器 奏 上器集中地点 1/3 (1同 )ロ クロナデ→ヘラケズリ (磨滅) 内 :ロ クロナデ→回転ハケメ→ヘラナデ 1歩 3

第15図 土器集中地点の遺物



F.不明遺構ほか

【SXl17】 (第 10図、図版 3-4)

S区のS1109住居跡、SBl16建物跡の下で検出した性格不明の遺構である。土墳状に落ち込んでお

り、現水道管下で立ち上がっている。調査区東壁にかかっている部分の幅は約2.5m、 深さは約30cm

ほどである。堆積土は暗灰黄色シルトを主体とするが、底面近くには炭化物の薄層 (厚 さ 1～2cm)

が認められる。いずれも自然堆積土である。

遺物は底面近くの炭化物層から土師器奏胴部片が若千数出上している。

【焼土・炭化物分布地点、土器集中地点】(第 7図・第15図、図版 5-2)

S区のS1108住居跡の北側に近接して焼土ブロック・炭化物粒の分布 (A・ B)や土器集中地点が

認められた。土器集中地点からはロクロ調整の上師器奏 (第 15図 -1～ 3)な どがまとまって出土し

た。

850m→

翌

_

第16図  SDl18・ SDl19溝跡とSDl19出土遺物

クロ調整の土師器郭は、底部が静止糸切 りである。第18図 -3は内面が平滑で、高台郭を転用した硯

とみられる。第17図 -1の須恵器壷はほぼ完形である。

《N区》

A.溝跡 (第 6図 。第16図 )

N区では東西方向の上幅50～70cmほ どの小溝

跡が 2条 (SDl18。 SDl19)検出されたのみであ

る。いずれも深さ5～ 10cmと 浅く、断面形は皿

状を呈する。北端部のSDl19か らは須恵器郭 (第

16図 -1)が出上している。

《その他の出土遺物》 (第 17図 。第18図、図版12

～14)

S区南半部のSD105周溝状遺構やS1108。 S1109

住居跡付近のⅥ層から比較的多 くの遺物が出上し

ているが、 S区北半部よりN区までの北側区域で

はほとんど出土していない。

前述の出土遺物以外には、土師器郭・鉢・奏

(第 17図 -1～ 3、 第18図 -4～ 7)、 須恵器郭・高

台郭・蓋・鉢・壼 。長頸壷・平瓶 。奏 (第 17図 ―

4～ 14、 第18図 -1・ 2)、 転用硯 (第 18図 -3)、 刀

子 。鉄鏃 。鉄斧ヵ (第 18図 -8～ 10)、 石製紡錘車

(第 18図 ―■)、 砥石などがある。第17図 -2の ロ

SDl18

0             1rn
半

(S‐ 1/60)

SDl198判
」  _

遺構名 層 土    色 土 性 備 考

褐灰 (10YR4/1) シルト質粘土 比較的均質。灰色で粘土質。

2 え黄褐 (10Y馳/2) 1層に比べ灰色味が薄くなる。酸化鉄の沈著あり

1 灰黄褐 (10YRγ 2) シルト 斑点状に酸化鉄沈着。灰色味あ り

oヾ 器   種 遺構//層 残 存
法   量 (cm)
日 径 底  径 器  高

| 須恵器 郭 SDl19 堆 1 3/5 (130)

特 徴 写真図版 登 録

勺外 :ロ クロナデ 底 :ヘラ切 り→ナデ 124



靱
∠

5 10crn

oヾ 器 種 遺構/層 残  存
法   量 (cm

特 徴 写真図版 登 録
口 径 底  径 器  高

1 土師器 郭 Ⅵ層 1/6 122 外 :ロ クロナデ 底 :回 転糸切 り 内 :ヘ ラミガキ→黒色処理 1歩5

2 土師器  不 Ⅵ層 1/4 78 外 :ロ クロナデ→ (下部)回転ヘラケズリ 底 :静止糸切り 内 :ヘ ラミガキ→黒色処理 1歩6

3 土師器 高台杯 Ⅵ層 寄台部 (80) 内外 :ロクロナデ 内:ヘラミガキ→黒色処理 底 :切離し示明→高台部装合後ロクロナデ、歴滅著しい み7

4 須恵器 杯 Ⅵ層 ほは免形 内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り 28
5 須恵器 郭 Ⅵ層 Pit3 レ5 60 界 :ロ クロナデ→回転ヘラケズリ 底 :回転糸切 り 内 |ロ クロナデ 2つ

6 須恵器 杯 Ⅵ層 1/2 (142) 60 内外 :ロ クロナデ 底 :回転系切 り
7 須恵器 郭 Ⅵ層 1/6 (86) 再外 :ロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り→軽いナデ 3‐2 V
8 賓恵器 高台郭 Ⅵ層 苺台部 内外 :ロ クロナデ 底 :回転索切 り→高台部接合後ロクロナデ 3‐3 V
9 買恵器 孟 Ⅵ層 1/4 (162) 外 :ロ クロナデ→回転ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ 3‐4

負思器  琵 Ⅵ層 外 :ロ クロナデ、摩減著 しい 底 :焼成前刻書「大」ヵ 内 :ロ クロナデ
11 須恵器 壺 Ⅵ層 尼形 外 :ロクロナデ→回転ケズリ湿台痕あり 底 :切離し不明‐回転ケズリ 内 |ロ クロナデ
12 須恵器 長顕壺 Ⅵ層 1/5 丸外 :ロ クロナデ 37
13 須恵器 奏 Ⅵ層 Π部 外 :平行 タタキーハケメ状工具による条痕文 内 :当て具痕 (同 心円文 ) 3お

質恵器 箋 Ⅵ層 回縁部 利外 :ロ クロナデ 3つ

第17図 Ⅵ層、その他の出土遺物 (1)



0        5       10cm
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10(X線写真より外形のみ作図)

oヾ 器 種 遺構′/層 残  存
法   量 (cm)

特 徴 写真図版 登  録
底 径 器  高

1 須恵器 鶏 Ⅵ層 1/6 (220) /1・ :半行 タタキ→ ロクロナデー手持 ちケス リ 内 :ロ クロナデ→ ナデ
2 須恵器 郭 遺構確認面 1/3 内外 :ロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り→軽いナデ
3 須恵器 転用硯 遺構確認面 高台部 内外 :ロ クロナデ 底 :ヘ ラ切 り→高台部接合後ロクロナデ
4 土師器 鉢 置構確認面 日～体部 (300) 外 :ロ クロナデ 内 :ヘ ラミガキ→黒色処理 80

5 土師器 発 置構確認面 口～胴部 (158) 外 :ロ クロナデー軽いナデ→ケズリ 内 :ロ クロナデ→軽いナデ
6 土師器 発 置構確認面 日～ llFl部 (225) 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ
土師器 斐 SD01 堆積土 口～胴部 (210) 肉外 |ロ クロナデ

8 刀子 Ⅵ層 残存長 6 8cm・ 鴨 1 2cD。 厚 02～0 4cm 1■9 αた37

9 鉄鏃 遺格確認面 長茎鉄 鏃身I長三角形、断面両面丸造、覚被部無し 蒋存長102cコ 鏃身城大幅 (1 7cm).騒部 (0おcm) 2k36

遺構確認面 残存長7 6cm 刃部幅44c皿  基部36× 1 7cm X線 写真で実測 1412 鉄 5

11 石製紡錘車 Ⅵ層 厚台形 広径42cm 狭径2 3cm 厚2 3cm 孔径0 8cm 重量54g 石 1

第18図 Ⅵ層、その他の出土遺物 (2)



(2)中世

1)検出状況 (第 19図、図版 5～ 9)

古代と同様に、微地形的にはS区南側がやや高く、N区北側へ向かって徐々に高度を下げている。

中世期の堆積層とみられるⅢ層は、 S区南とV区北ではその高低差が40～50cmほ どある。遺構は S

区からN区まで認められるが、遺構の分布を大きく捉えれば大溝で区画された区域が少なくとも2ヶ

所含まれていることが分かる。

S区は大溝で区画された西辺域にほぼ相当するが、柱穴列 1条 と土壊12基などが検出されたのみで

ある。また、N区では中央部に大溝で区画された区域の南西隅がかかっているが、その内側には土媛

3基と井戸跡 1基が分布する。この区画の外にあたる南側では井戸跡 2基、北側では井戸跡 1基、土

壊 1基などが点在する。

第 2表 中世遺構一覧

遺構種類 遺橋No 地 区
特 徴

図
形 状・規 模 ほか 備   考

区画溝跡

SD01 S区 上幅25m・深さ75～ 80cm。 断面 :U字形。SD10と 連結。 三筋文壼、蓮弁文壷など出土。

SD10 S区 上幅15m～ 16m・ 深さ65～ 70cm。 断面:U字形。SD01と 連結。 SD12よ り新、SDllよ り古。

SD17 N区 上幅35m深 さ14～ 15m。 断面:U字形。SD23と 連結か。
SD23 N区 上幅38m・深さ14～ 15m。 断面:U字形。SD17と 連結か。 灰釉小皿など出土。

溝跡

(区画溝跡除く)

SD02 S区 東西方向。上幅35m・ 深さ80～ 85cm。 断面:U字形。 SD01よ りも古。

SDll S区 東西方向。上幅60～ 80cm・ 深さ15～ 20cm。 断面:U字形。

SD12 S区 東西方向。上幅60cm以上・深さ30cm。 断面:U字形。 SD10区画溝跡より古。

SD18 N区 北西―南東方向。深さ40～ 50cm。 断面 :逆台形状。 SD17よ り古。

SD24 N区 南西一北東方向。上幅15m深さ70cm。 断面 :逆台形状。 SD23よ りも王子?

SD25 N区 南西―北東方向。上幅10m・ 深さ30cm。 断面 :逆台形状。

SD30 N区 東西方向か。規模不明。 調査区北西隅にあり。

柱穴列 SA05 S区 総長65mo P2-P3:約 21m。 方向:北で西へ約 3° 偏する。 掘立柱建物跡の一部か ?

井戸跡

SE14 N区 素掘り。円形 :径110cm。 深さ90cm以上。断面 :漏斗形。

3E15 N区 素掘り。円形 :径160cm。 深さ130cm以上。断面 :漏斗形。

SE19 N区 素掘り。円形 :径110cm。 深さ80cm。 断面 :円筒形。

3E20 N区 素掘り。全体形 。大きさは不明。 調査区東壁際にあり。

SE27 N区 素掘り。円形 :径180cm。 深さ90cm。 断面 :不整なU字形

土娠

3K03 S区 楕円形状。長軸190cm・ 短軸110cm、 深さ20～ 25cm。 断面 :皿形。自然堆積土。

3K04 S区 隅九方形状か。短軸140cm。 深さ30～ 35cm。 断面 :浅いU字形。 自然堆積土。

3K06 S区 隅丸方形状。長軸90cm・ 短軸75cm、 深さ30cm。 断面:U宇形。 下部は人為的埋土。

3K07 S区 楕円～隅丸方形状。長軸110cm・ 短軸80cm、 深さ35cm。 断面:箱形。下部は人為的坦土。

3K08 S区 隅九方形状。一辺110cm、 深さ40cm。 断面 :箱形 下部は人為的埋土。

3K09 S区 隅丸方形状。一辺55cm。 深さ20～ 25cm。 断面 :皿状。 人為的坦土。

SK13 S区 円形状。径45cm、 深さ10cm。 断面 :皿状。 自然堆積土。

SK16 N区 円形。径55cm、 深さ15cm。 断面 :皿状。 自然堆積上。

3K2ユ N区 隅丸方形状。長軸320cm`短軸110cm、 深さ40～ 45cm。 短軸断面:U字形 自然堆積土。

SK22 N区 隅丸方形状か。深さ40cm。 自然堆積土。

SK26 N区 精円形状。長軸140cm'短軸80cm、 深さ20～25cm。 断面:不整な箱形。 人為的坦土。ウマ歯片出土。

SK28 N区 不整円形状。径80cm、 深さ20cm。 断面 :皿状 人為的埋土。

3K29 N区 円形状か。径 (85)cm、 深さ60cm。 断面 :円筒状。 人為的埋土。底面より種子。

2)遺構と遺物

《S区》

A.区画清跡、その他の溝跡

【SD01・ SD10】 (第20図～第22図、図版 5-1・ 2、 図版 6-1・ 2・ 4、 図版 7-1)

S区に位置する。南側のSD01と 北側のSD10は、その配置や規模からみて一連の区画溝跡とみられ
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層 土    色 土  性 備 考

暗褐 (10YRν3) シルト 炭化物粒・責褐色土粒 を若千含む。粘性なし。

2 ぞ褐 (10YR3/3) 黄褐色土プロックを多 く含む。粘性なし。

層 土    色 土 性 備 考

1 にぶい糞褐 (10YRV3) シルト 炭化物粒・黄褐色土粒を若千含む。粘性なし。

2 灰黄褐 (10YR4わ ) え化物粒を若干含む。粘性なし。

3 黒褐 (10YR3/2) シ,レ ト え黄褐色土プロックを若千含む。粘性なし。

4 黒褐 (10YR3/2) 天黄褐色土ブロックをを多く含む。粘性なし。

(S‐ 1/60)
SD02

層 土    色 土  性 捕 考

1 医黄褐 (10YR4/2) ンル ト 黄褐色土粒含む。粘性なし

2 医黄褐 (10YRν2) 黄褐色土ブロックを多く合む。粘性なし。

3 亀褐 (10YRν 2) 黄褐色土粒を若千含む。粘性なし。

4 黒褐 (10YR3泡) 黄褐色土粒を若干含む。粘性なし。

5 え黄褐 (10YR4/2) 黄褐色土ブロックを多 く含む。粘性なし。

6 ミ褐 (10Y贈 /2) 黄褐色土粒、炭化物粒を若干含 tr。 粘性なし。

7 諷褐 (10YR3/1) 枯性ややあ り。

8 蜀灰  (10YR4/1) 黄褐色土プロックを多 く含む。粘性なし。

9 え黄褐 (10YR4/2) 黄褐色土プロックを多く含む。粘性なし。

第20図 S区南の遺構
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第21図

γ_SD10・
12伊査区東壁)4

SD10

層 土   色 土 性 備 考

1 又黄褐 (10YR4/2) シルト Ⅱb層相当。
2 ミ鶴 (25Y3/2) 簡土質シルト 酸化鉄 マ ンガン沈着。
3 ミ掲 (25Y3泡 ) 駿化鉄 マンガン沈着多い。やや砂含む。
4 え (75Y4/1)
5 オリーブ黒 (■5Yν l) 砂含む。粘性強い。

SDll

層 土   色 土  性 傭 考

ぽ褐 (10Y硝 /3) シルト 灰黄褐色土ブロックを若干含む。粘性なし。

② ミ褐 (10YR3/2) 下部に黄褐色土粒を含む。粘性なし。

③ 幸褐 (10YR3/2) 黄褐色土ブロックを多 く含む。粘性なし。

層 土   色 土  性 備 考

ヒ灰黄 (25Y4/2) シルト 灰黄褐色土プロック若千含む。
オリーブ褐(25Y3/3) 粘土質シルト ほぼ均質。
オリープ褐(2留 3/3) 粘性やや強い。

SK06

層 土    色 土  性 備

1 灰黄褐 (10YR72) シルト 央化物粒・焼土粒若千含む。

2 褐灰 (10Y馳/1) 焼土粒を多く含む。

3 仄黄褐 (10YR4//2) 1層 より明るい。炭化物粒を若干含む。

4 黒褐 (10YR3/2) 炭化物粒・焼土粒若干含む。

5 にぶい責褐 (10VR4潟 ) 駿化鉄沈着あり。炭化物粒若干含む。

6 灰黄褐 (10YR4/2) 黄褐色土ブロックを多 く含む。

SK07

層 土   色 土  性 傭 考

1 灰黄褐 (10YM/2) 粘土質シルト 炭化物粒若干含む。

2 天黄褐 (10YR72) 駿化鉄沈着あり。 1層より黄色味あり。
3 雫褐 (10YR2/2) 駿化鉄沈着あ り。 1層 より黄色味あり。

4 にぶい黄褐 (10YR5潟 )

5 オリーブ黒 (5Yν l) 入為的理土。黄褐色土プロックを含む。

6 オリーブ黒 (5Y3/1) 黄褐色土プロックを多量に含む。

7 オリーブ黒 (5Y3/1) 。貢褐色土プロックを含 tr。

8 天 (5Y71) 。黄褐色土ブロックを含む。

層 土    色 土 性 備 考

1 音オリーブ褐 (25Y3お ) 祐土質シルト え化物粒を若干含む。

2 黒褐 (25Y3/1) シルト 軍い炭層。
3 オリーブ褐 (25Y43) 粘土質シルト 霊鶴色土ブロックを含む。やや砂を含む。

黒褐 (10YR3/1) 黒褐色土プロックを多量に含む。

5 こぶい貨褐 (10YRy3)

6 え責褐 (25Y4/2) κ為的埋土。黄褐色土ブロックを多量に含む。

S区北の遺構



る。西辺は調査区西壁とほぼ重複しており部分的な検出にとどまっているが、西辺の総長は約21mほ

どである。この区画溝はSD02・ SD■ 。SD12溝跡と重複し、SD02・ SD12よ り新しく、SD■ よりも古

い。西辺は北で西へ約 2° 偏する。

南側のSD01は、上幅2.5m・ 下幅0.5～ 0,8m、 深さ75～ 80cm、 断面形はU字形を呈する。堆積土は 4

層に大別され、上半部はにぶい黄褐色～灰責褐色シルト、下半部は黒褐色シルトを主体とする。北側

のSD10は上幅1.5～ 1.6m。 下幅0.3～0.7m、 深さ65～ 70cm、 断面形はU字形を呈する。堆積土は 4層

に大別され、上半部は黒褐色粘土質シルト、下半部は灰色～オリーブ黒色粘土質シルトを主体とする。

いずれも自然堆積上である。

遺物はSD01か ら三筋文壺 (常滑)・ 蓮弁文壷 (渥美)、 陶器鉢・奏 (常滑ほか)(第22図 -1～ 11)、

SD10か ら陶器奏 (常滑ほか)(第22図 -12・ 13)な どの破片が比較的多く出土している。 2の渥美産

壼は第27図 -3と 同一個体の可能性がある。

【SD02】 (第20図・第22図、図版 6-3)

S区南西隅を東西方向に延びる溝跡である。SD01区画溝の南辺とほぼ重複しており、ごく一部が

確認できたのみである。SD01よ りも古い。上幅約3.5m(調査区西壁)。 下幅1.lm、 深さは80～85cm

ほどある。断面形はU字形を呈する。堆積土は灰黄色～黒褐色シルトを主体とする自然堆積上である。

遺物は陶器奏 (第22図 -14)、 古代の上師器・須恵器小片などが出土している。

ISD12】 (第21図・第22図、図版 6-4)

S区北端を東西方向に直線的に延びる溝跡である。SD10区画溝跡と重複し、これよりも古い。方

向は東で南へ約 1° 偏する。上幅60cm以上・下幅0.3～ 0.5m、 深さは30cmほ どある。断面形はU字形

を呈する。堆積土は暗灰黄色～暗オリーブ褐色粘土質シルトを主体とする自然堆積土である。

遺物は古代の上師器小片が出土したのみである。

B.柱穴列

【SA05'(第 20図 )

S区南に位置する南北方向の柱穴列である。検出した柱穴は3個であるが、配置からするとこれら

の柱穴列は東へ展開する掘立柱建物跡の一部である可能性もある。

柱穴列の方向は北で西へ約 3° 偏する。総長は約6.5m、 P2-P3間 は約2.lmである。柱穴は径

30～ 35cmの円形状を呈し、深さは15cmほ どである。P2・ P3では径12～ 15cmほ どの円形の柱痕跡

が確認されている。

C.土娠

【SK03】 (第20図 )

S区中央東寄りに位置する。現水道管に一部が壊されている。平面形は楕円形状、断面形は皿状を

呈する。長軸約190cm・ 短軸約110cm、 深さは20～ 25cmほ どである。堆積土は2層に細分され、暗褐

色シルトなどを主体とした自然堆積上である。



9

Ⅷ〃
円
日

棚
？

SD10

No 遺構/層 種  別 器 種 産  地 特 徴 写真図版 登 録

I Stt SD01 堆 陶器 三筋文壺 常滑 日径ユ14c皿 肩部に沈線 (単線) 自然釉  (13C) 陶 1

2 Stt SDOユ  堆 陶器 三筋文 (系)壷 渥美 第27図 -3と 同一個体か 肩部に複線 日縁部内外面に灰釉ハケ塗 り (12～13C) 15‐2 陶 11

3 Stt SD01 堆 陶器 蓮弁文壺 渥美 朴面に緑色釉  (12C) 15‐3 陶 3

4 Stt SD01 堆 陶器 発 常滑 ヨ縁内側沈線状  内外面ナデ  (13C後 半 ) 1,4 陶 2

5 Stt SD01 堆 陶器 鉢 常滑 朴面縦ナデ 回縁端部沈線状  (13C) 15‐5 陶12

6 Stt SD01 堆 陶器 発 常滑 琳面自然釉 15‐6 陶19

Stt SD01 堆 陶器 菱 東海 内外面ナデ 15‐7 陶 5

8 Stt SDOユ  雄 陶器 甕 常滑 外面に押 E「 (簾状) 自然釉 15‐8 阿18

9 Stt SD01 堆 陶器 養 東海 陶 6

Stt SD01 堆 陶器 甕 常滑 陶16

Stt SD01 堆 陶器 菱 東海 外面に押 E「 (簾状 ) 陶20

Stt SD10 堆 陶器 甕 琳面ナデ 内面オサエ・ナデ 5-12 陶39

Stt SD10 堆 陶器 一軍 東海 琳面ナデ 内面オサエ ナデ 陶40

Stt SD02 堆 阿 器 養 陶27

第22図  SD01・ SD10、 SD02出土遺物



遺物は古代の上師器小片が出土したのみである。

【SK07】 (第21図、図版7-2)

S区北に位置する。平面形は精円～隅丸方形状、断面形はやや不整な箱形を呈する。長軸約

110cm・ 短軸約80cm、 深さは32～35cmほ どである。堆積土は8層に細分されるが、上半が灰黄褐色

～黒褐色粘土質シルトなどを主体とした自然堆積土、下半が地山プロックを多く含むオリーブ黒色粘

土質シルトを主体とした人為的埋土である。

遺物は古代の土師器小片が出上したのみである。

【SK08】 (第21図、図版 7-2)

S区北に位置し、前述のSK07からは1.5mほ ど北にある。平面形は隅丸方形状、断面形は概ね箱形

を呈するが、上部は外へ開く。一辺約■Ocm、 深さは40cmほ どである。堆積土は 6層に細分される

が、上半が暗オリーブ褐色～黒褐色粘土質シルトなどを主体とした自然堆積上、下半が地山ブロック

を多く含む暗灰黄色粘土質シルトを主体とした人為的埋土である。

遺物は古代の土師器小片が出土したのみである。

《N区》

A.区画溝跡、その他の溝跡

【SD17・ SD23】 (第23図～第25図、図版7-4、 図版 8-1～ 3、 図版 9-1・ 2)

N区中央に位置する。南側のSD17と 北側のSD23は、その西延長部がほぼ直交することや規模 i堆

積上の特徴が類似することから両者は一連の区画溝跡とみられる。この区画溝はSD18溝跡、SK29と

重複し、SD18よ り新しく、SK29よ りも古い。北側のSD23は、北で東へ約39° 偏する。

南側のSD17は、上幅約3.5m・ 下幅1.8～ 2.Om、 深さ1.4～ 1.5m、 断面形はU字形を呈する。堆積土は

12層に細別されるが、上位は暗灰黄色粘土質シルト、中位は植物遺体を含むオリーブ黒色粘土、下位

は灰色～オリーブ黒色粘土・砂質シルトを主体とし、下半部は全体的にグライ化している。

北側のSD23は、上幅約3.8m・ 下幅1.8～2.2m、 深さ1.4～ 1.5m、 断面形はU字形を呈する。堆積土は

9層に細別されるが、基本的にSD17と ほぼ同様の堆積を示す。

遺物はSD17か ら陶器鉢 。壷・奏 (常滑 。在地ほか)(第25図 -1～ 5)、 砥石 (第 25図 -6)、 SD23か

ら括鉢・陶器奏 (常滑・在地ほか)(第25図 -8～ 11)、 陶器縁釉小皿 (古瀬戸)(第25図 -7)、 鉄津な

どの破片が少量出上している。

【SD24】 (第24図・第25図 )

N区北側を南西―北東方向に延びる溝跡である。北隣のSD23区画溝跡とは直接の重複関係は確認

できなかったが、調査区東壁で堆積層を観察すると、SD24上部に堆積する層をSD23が切っているこ

とからSD23よ りも古い溝跡と考えられる。方向は東で北へ約35° 偏する。上幅約1.5m。 下幅0.5～

0.6m、 深さは70cmほ どある。断面形は概ね逆台形状を呈する。堆積土は上半が暗灰黄色～暗オリー

ブ褐色粘土質シルト、下位が黄灰色粘土を主体とする自然堆積上である。

遺物は陶器鉢・奏 (常滑ほか)(第25図 -13・ 14)の破片が出上している。
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第23図

傭 考

然堆積。炭化物粒 を着千含む。

2 オリーブ黒 (75Y3/1

ヤ   _

IIb

SD17調査区束壁

層 土 色 土 性 備 考

1 暗灰黄 (25Y72) 枯土質ンルト 酸化鉄 。マンガン沈着。
黒褐 (25Y3/2)

3 オリーブ褐 (25Y4お ) 責褐色上プロック多 く含む。部分的に粗砂含む。

オリーブ褐 (25Y4/3) 租 砂 黄褐色土プロックを部分的に含む。

5 髯褐 (25Y5海 ) 黄褐色土プロックを若干含む。

6 きオリーブ褐 (25Y3お ) 簡土質シルト砂を部分的に含む。
7 黒褐  (25Y3/2) 粘土 値物遺体多い。グライ化。

8 暗灰黄 (25Yク2) 簡土質シルト 驚際に崩落土。

9 オリーブ黒 (メνl) 粘土 腫物遺体若干、粗砂を部分的に含む。グライ化。

オリーブ黒 (5Y3/1)

`E物

遺体若干、粗砂を部分的に含む。グライ化。

盾 土 色 土  性 備 考

l ピ灰黄 (25Y4/2) 粘土質ンルト ほぼ均質。粘性やや強い。
2 著灰黄 (25Y4//2) 下半部グライ化。

3 灰 (5Y4/1) 粘土 黄褐色土ブロック若干含む。グライ化。

オリープ黒 (5Y3/1) 植物遺体多い。

5 オリーブ黒 (5Y3/1) 炭化物着干含む。

6 リーブ黒 (5Y3/1) 植物遺体多い。 5層 より黒味あり

オリーブ黒 (■5YVl) 砂質シル ト 砂主体。

8 暗灰黄 (25Y4/2) 藍際に黄褐色土プロック含む。

9 オリーブ黒 (75Yν l) 粘土 腫物遺体多い。 4層 に類似。

灰 (5Y4/1) 砂質シル ト やや黒味あり。砂主体。

11 オリープ黒 (5Y3/1) 粘土 植物遺体を若千含む。

12 灰 (75Y71) 腫物遺体を若干含む。砂ブロック含む。

N区中央の遺構
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層 土    色 上  性 偏 考

I 黒褐 (10YR3/2) ンルト ほぼ均質。

2 灰黄褐 (10YR4/2) 砂質シルト 黄褐色土プロックを含む。酸化鉄沈着あり。

3 灰黄褐 (10YR4/2) 黄褐色土プロックを含む。

4 灰黄褐 (10YR4/2) 砂を含む。マンガン粒を多 く含む。

5 暗灰黄 (25Y72) 粘土 粗砂含む。グライ化。

6 灰黄褐 (10YR4/2) 粘土質シルト 黄褐色土プロック含む。

7 黒褐 (25Yν l) 粘土 ほぼ均質。粘性強い。

Ｏ

　

　

⑩

，

SK26

層 土    色 土  性 備 考

1 ミ褐 (10YR3/2) シル ト 人為的埋土か。黄褐色土プロツクを多 く含む。

2 ミ褐 (10YR3/2) 鮨土質ンルト 黄褐色土ブロックを多く含む。

3 ミ褐 (10YR3/2) 自然堆積。骨片含む。粘性あ り

SK29

層 土   色 土  性 偏 考

1 悟灰貢 (10YR4/2) 人為的埋土か。黒褐色粘土、粗砂をプロック状に含む。

2 露灰 (25Y4/1) 粘土 粗砂をブロック状に合む。

3 黄灰 (25Y4/1) 自然堆積。ほぼ均質。グライ化。

層 土   色 土 性 備 考

1 旨灰黄 (25Y72) シルト

2 灰 (5Y71) 粘土 グライ化。

3 黒褐 (25Y3/1) 植物遺体多ヤ

4 黒褐 (25Y3/1) 3層 より黒色味増す。植物遺体非常に多い。

5 菅灰黄 (25Y4/2) 粘土質シルト酸化鉄沈着。

6 瞥灰黄 (25Y4/2) 5層 よりやや暗い。下半部グライ化。

7 黒褐 (25Y3/1) 粘土

8 オリープ黒 (5Y3/1) 砂を層状に含む。枢物遺体を若干含む。

9 灰 (5Y4/1) 砂 を不均質に含む。

層 土    色 土  性 備 考

1 暗灰黄 (25Y4//2) 烙土質シルト 比較的均質。

2 者灰黄 (25Y72) 1層 よ り暗 く粘性 あ り。

3 オリーブ褐 (25Y33) 黄褐色土ブロックを含む。下層との境に酸化鉄沈着。

4 暗オリーブ褐 (25Y33) 粘性強い。グライ化。

5 黄灰 (25Y4/1) 粘土 粗砂をブロック状に含む。

黄灰 (25Y4/1) 5層 より明るく粘性強い。粗砂をプロック状に含む。

SD25

層 土   色 土  性 偏 考

1 黒褐 (10YR3/2 脂上質シルト下半部に砂を多 く含む。

2 灰黄褐 (10YR4/2) 黄褐色土ブロックを多く含む。

第24図  N区北の遺構



【SD25】 (第24図 )

N区北側を南西一北東方向に延びる溝跡で、前述のSD24溝跡とほぼ並行する。上幅約1.Om・ 下幅

0.5～ 0.7m、 深さは30cmほ どである。断面形は概ね逆台形状を呈する。堆積土は上半が黒褐色粘土質

シルト、下位が灰責褐色粘土質シルトを主体とする自然堆積土である。遺物は出上していない。
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爛

遺構 /層 種  別 器  種 産  地 特 411 写真図版 登  録

N区 堆 陶器 鉢 在地 内外面ヨコナデ 転用砥ヵ 陶47

2 N区 SD17 堆 1～ 2 陶器 鉢 在地 内外面 ヨコナデ 内面平滑 15‐16 陶42

3 N区 SD17 堆 陶器 甕 外面自然釉 15‐17 陶48

4 N区 SD17 堆 1～ 2 陶器 襲 東海 押印 (簾状 ) 陶41

5 N区 SD17 堆3～ 12 陶器 驚 殉外面ナデ 陶45

6 Ntt SD17 堆1～2 石製 品 砥 石 畦賀砂岩力 欠損品 残存長 (82)cll 幅5 2cm 厚3 3cm 石 11

N区 SD23 堆 2 陶器 小皿 瀬戸 口縁部内外面灰釉 底部回転糸切 り (15CI 15‐20 Ta57

8 N区 SD23 堆 1 上器 悟鉢 在地 全体磨滅 筋目 陣g54

Ntt SD23 堆ユ 陶器 甕 在地 内外面ナデ 海面骨針含む 陶51

Ntt SD23 堆1 陶器 発 東海 内外面ナデ 陶55

1] N区 SD23 堆 ユ 陶器 甕 内外面ナデ 陶52

12 N区 封と3 陶器 髪 東海 押印 (簾状) 自然釉 1子25 陶49

N盛 SD24 jt2 阿器 甕 自然釉 陶59

N区 SD24 堆1～2 陶器 鉢 東海 高台剥落 内面平滑 漆継 ぎ 15‐27 陶58

第25図  SD17・ SD23、 SD24出土遺物



B.井戸跡

N区で 7基検出されているが、いずれも素掘りのものであるb

【SE141(第26図、図版 9-3)

N区南西隅に位置する。平面形は径110cmほ どの円形で、断面形は漏斗形を呈する。深さは90cm

以上ある。堆積土は上位が黒褐色シルト、下位が黒色粘土質シルト～シルト質砂を主体とする自然堆

積土である。

遺物は出土していない。

【SE15】 (第26図・第27図、図版 7-3)

N区南西隅の壁際に位置する。前述のSE14か らは2mほ ど南にある。平面形は径160cmほ どの円形

で、断面形は漏斗形を呈する。深さは130cm以上ある。堆積土は上位が黒褐色シルト、下位が灰黄褐

色砂質シルト～オリーブ黒色砂質シルトを主体とする自然堆積上である。

遺物は曲物の底板とみられる円形状の板材 (第27図 -1)が 1点出上したのみである。

【SE19】 (第26図、図版 9-4)

N区南に位置する。平面形は径110cmほ どの円形で、断面形は円筒形を呈する。深さは80cmであ

る。堆積土は黒褐色粘土質シルト～オリーブ黒色粘土を主体とする自然堆積上である。

遺物は出土していない。

【SE271(第24図 )

N区北端に位置する。平面形は径180cmほ どの円形で、断面形は崩落のためか不整なU字形を呈す

る。深さは約90cmである。堆積土は上位が灰黄褐色砂質シルト、下位が暗灰責色～灰黄褐色粘土な

どを主体とする自然堆積土である。底面近くには黒褐色粘土が認められる。いずれも自然堆積土であ

る。

遺物は出土していない。

C.土娠

【SK21】 (第23図、図版 9-5)

N区中央に位置する。平面形は隅丸長方形状、短軸断面形はU字形を呈する。長軸320cm・ 短軸

110cm、 深さは40～45cmほ どである。堆積土は4層 に細分される。オリーブ黒色シルトなどを主体

とする自然堆積土である。

遺物は古代の上師器小片が出上したのみである。

【SK22】 (第23図、図版 9-5)

N区中央に位置する。前述のSK21のすぐ西隣にあり、並列している。大半が調査区外であるが

SK21と 同じ形状の上娠と考えられる。深さは40cmほ どである。堆積土はオリーブ黒色シルトなどを

主体とする自然堆積上で、SK21と ほぼ同じである。

遺物は古代の上師器小片が出上したのみである。

【SK26】 (第24図、図版 9-6)
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層 上   色 土 性 備 考

1 黒褐 (25Y3/2) 佑土質ンルト まば均質。

2 黒褐 (25Y3/2) 貢褐色土ブロックを不均質に含む。

黒褐 (25Y3/2) 黄褐色土プロック、砂プロックを不均質に含む。

オリーブ黒 (75Y3/1) 粘 土 粗砂を多量に含む。グライ化。

黄褐色土ブロックを若干含む。粘性なし。

黄褐色土ブロックを多 く含む。粘性なし。

土プロックを着干含む。粘性なし。

層 土   色 土 性 備 考

1 悟褐 10YR3/3) シルト え化物粒を若干含む。
2 黒禍 10YR3/2) 驚褐色土プロックを多 く含む。

3 黒褐 10YR3/1 え化物粒を若千含む。
4 黒褐 10YR3/2) 下半部グライ化。

5 灰黄褐 (10YR4/2) 砂質シルト 黄褐色土ブロックを多く含む。

6 オリーブ黒 (75Y3/1) 青灰色土プロックを若干含む。粘性ややあり。

南の遺構



N区北に位置する。平面形は楕円形状、短軸断面形はやや不整な浅い箱形を呈する。長軸140cm。

短軸80cm、 深さは20～25cmほ どである。堆積土は地山ブロックを多く含む黒褐色シルト～粘土質シ

ルトなどを主体とする人為的埋上であるが、底面近くには黒褐色粘土質シルトの自然堆積層が認めら

れる。

遺物は底面付近からウマの歯とみられる断片が少量出土している。

《その他の出土遺物》 (第27図・第28図、図版15)

SD23と SD24溝跡の間の自然堆積層 (B層 :暗オリーブ褐色シルト)から青磁双魚文盤 (龍泉窯系 )

(第27図 -2)、 遺構確認時に陶器鉢・三筋文 (系 )壺・奏 (渥美ほか)(第27図 -3～6)な どの破片が少

量出上している。第27図 -3の三筋文 (系 )壷の肩部片は、第22図 -2と 同一個体の可能性がある。
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No 遺構/層 種 房J 器  種 産  地 特 徴 写真図版 登  録

ユ N区 SE15 木製品 垂 (188)cm 厚 3～ 7 DE 木 ユ

2 Ntt B層 青磁 盤 龍泉窯系 双魚文 (13C後 半〉 1598 磁 1

3 S区 選構確認時 陶器 三筋文 (系)壷 渥美 褒線 (2線 ) 灰釉ハケ塗 り 第22図 -2と 同一個体か  (12～ 13C〉 1599 陶31

4 S区 遺構確認時 陶器 鉢 東海 対外面ナデ  (13C) 1530 陶38

5 S区 遺構確認時 陶器 憂 東海 平印 (格子 +菱形 ) 1}31 陶37

6 S区 遺構確認時 陶器 鉢 対外面ナデ 内面平滑 15‐ 32 陶35

第27図  SE可 5、 その他の出土遺物



第Ⅳ章 総 括

今回の調査区は幅 6m× 総長121mと 狭長なことから検出遺構の状況を把握するのは容易ではない

が、これまで述べてきた古代および中世の主要な遺構・遺物について、部分的ではあるもののその要

点を整理しておきたい。

1.古代

(1)竪穴住居跡について

2軒の竪穴住居跡 (S1108・ S1109)が検出されたが、いずれも調査区外へと広がっているため、そ

の全体形状や規模などについては不明である。S1109住居跡はかろうじて住居跡の西半部とカマド・

煙道の一部が検出できた。主柱穴などは検出されていない。ただ、住居中央部を中心に一度只占り床が

なされていることが確認されている。出土遺物をみると、土師器はいずれもロクロ調整で、須恵器郭

には底部が回転ヘラ切り無調整と回転糸切り無調整のものがある。全体形がわかる資料はないが、こ

れらの遺物を見る限りでは、おおむね 9世紀前半頃に位置づけられるものと思われる。

S1108はこのS1109と 重複しこれよりも古いが、両者の西辺はほぼ同じ位置にある。カマドは東辺に

取り付く可能性がある。出土遺物には、非ロクロ調整の上師器甕などが含まれているものの、S1109

と同様に須恵器邦には底部が回転ヘラ切り無調整や回転糸切り無調整のものが含まれており、年代的

にはやはり9世紀前半頃と推測される。

(2)周溝状遺構について

平面形が弧状になる周溝状遺構は 3条検出されている。SD105は S1109住居跡の下で検出された

SDl15と 一連のものである可能性がある。その場合、この周溝状遺構の少なくとも西側は途切れてい

ることになる。また、SBl16建物跡は、位置関係からみてこの周溝状遺構と組み合う可能性がある。

つまり、SBl16建物跡を中心としてその周囲をSD105・ SDl15(溝跡)が巡っているという構成にな

る。このような形態・構成をもつ遺構は以前の調査でも6ケ所確認されており、今回の調査区から南

西へ50mほ ど離れた区域でも検出されている (宮城県教育委員会 1998。 2001a)。

SD105(SK107を 含む)の出土遺物をみると、土師器には非ロクロ調整とロクロ調整のものがあり、

須恵器郭には底部が回転ヘラ切り無調整と回転糸切り無調整のものが含まれている。必類は口径に比

べて底径がやや小さいものである。これらは年代的には 9世紀前半頃と考えられる。ただし、SBl16

とSDl15は S1109住居跡に切られており、またS1108と は位置的に同時存在は考えにくいことから、

SBl16建物跡・SD105(SDl15)周 溝状遺構はS1108・ S1109住居跡よりも時期的にはやや古く位置づ

けられるものとみられる。

SDl10と SDl14に ついては、平面的にほぼ重複していることから造り替えの可能性が考えられる。

柱穴などは内側区域では検出されていないが、位置的には調査区外にある可能性がある。年代につい

てははっきりしない。



2日 中世

(1)遺構について

S区およびN区では、大溝で区画された区域がそれぞれ lヶ所ずつ検出されている。全体の規模な

どは不明であるが、これらは以前の調査で検出されている中世期の屋敷の区画の一角をなすものと考

えられる (宮城県教育委員会 2001a)。

S区 とN区では区画溝の方向 (軸)に違いがある。南のS区ではSD01・ SD10に よる区画はその軸

がおおむね北方向を向くが、N区のSD17・ SD23はその軸が大きく傾いている。出土遺物を見ると、S

区のSD01からは常滑産三筋文壺や渥美産蓮弁文壷、鉢・奏などが出上しており、これらは年代的に

は12～ 13世紀頃を中心とする資料である (日 本福祉大学知多半島総合研究所編 1994)。 一方、N区

のSD23からは古瀬戸縁釉小皿、在地産橋鉢 。奏などが出土しており、少なくとも縁釉小皿は15世紀

頃に位置づけられるものである (藤沢 2005、 東北中世考古学会編 2003)。 それぞれ点数は少ないも

のの、年代的な偏りをある程度認めることができることから、S区 とN区の区画溝の方向性の違いは

時期的な差を反映しているとみられ、南区画 (SD01・ SD10)が北区画 (SD17・ SD23)よ りも古い

時期のものと考えられる。

これらの区画溝と一体のものとして捉えられる遺構については明確ではない。S区のSD01・ SD10

の内側にはSA05柱穴列 (掘立柱建物跡の可能性もある)、 SK03～ 08土壊などが点在するが、区画溝

と同時期かどうかは判断が難しい。ただ、SA05については、その方向が区画溝とほぼ同じであるこ

とから同時期の可能性がある。N区のSD17・ SD23の内側では並列するSK21・ 22土羨があるが、これ

らの長軸方向は区画溝とおおむね一致しており、これらは同時期の可能性は高いとみられる。他に丼

戸跡が 1基 (SE20)分布するが、これについては伴うものかどうかは不明である。

(2)遺物について

中世の遺物には、磁器 (1点 )、 陶器 (63点 :破片数)、 砥石 (1点)な どがあり、点数的には少な

い。陶磁器類は灰釉小皿 1点を除いていずれも破片資料であり、口縁部資料はそのうち8点のみであ

る。これらの資料の多くは区画溝SD01・ 10と SD17・ SD23か らの出上である。

磁器は、双魚文を配した小型の盤とみられる青磁破片が 1点ある。同様の双魚文青磁は県内では名

取市川上遺跡 (名取市教育委員会 1990)な どでも出上している。年代的には13世紀後半頃に位置づ

けられるものであろう (森 2000)。

陶器は常滑産を中心として、渥美産や瀬戸産、在地産のものが認められる。これらの中には常滑産

三筋文壺や渥美産蓮弁文壷などの資料が含まれている。渥美産蓮弁文壷は肩部の破片であるが、二段

の平行沈線間に入宇状に円弧が描かれ、その間に波状の沈線が縦に通っている。このような蓮弁文壷

および三筋文壺は、年代的にはいずれも12～ 13世紀頃のものと推定される (日本福祉大学知多半島総

合研究所編 1994)。 また、古瀬戸の縁釉小皿は15世紀頃の後期様式のものである (藤沢 2005)。

なお、当遺跡が立地する鳴瀬川の上流約15kmに は中世の三本木窯 (多高田窯 :藤沼ほか 1978)が

あるが、在地産の資料の中で三本木窯の製品とみられるものについては明確に確認できなかった。
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一本柳遺跡の空中写真 (上が北) 国上交通省 :国土画像情報 (H召和50年撮影

カラー空中写真、整理番号 I CTO-75-27C14B14)

縮尺 :約 1/13,000

2 調査地点近景 (南より)

図版 1 -本 柳遺跡 と調査地点



1,S区 (1区)全景 (南から)

S1103・ S1109住居跡

SD105周 溝状遺構付近 (南から)

図版 2 古代の遺構 (1)一 s区―
3.SDl10周 溝状遺構付近 (南から)



1.S1108・ S1109住居跡 (南から)

2.S,108。 S1109住居跡 (南から)

3.S1109カ マド部分 (南から) 4.S1109カ マ ド付近 :調査区東壁断面 (南西から)

図版 3 古代の遺構 (2)一 s区―
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1. SBl16建 物跡 (南 力ゝら)

2.SD105周 清状遺構 (西から)

3. SD105断面 (南 から) 4.SK101土壊断面 (南西から)

図版 4 古代の遺構 (3)一 S区―



2.土器集中地点 (西から)

3.S区 (1区)全景 (南から)
一中世―

2.S区 (2区 )全景 (北から)
一中世―

図版 5 古代の遺構 (4)、 中世の遺構 (1)一 s区―



2.SD01断面 (西から)

1,SD01区画溝跡 (東から)

3.SD02溝跡断面 (東から)

ゆ

図版 6 中世の遺構 (2)一 s区―

4.SD10区画清跡 (南西から)



1.SD10区画清跡、SD12溝跡断面 (西から) 2. SK07・ SK08■itt C蜀 から)

3.N区 (3区 )全景 (南から)

4.N区 (4区)全景 (北から)

図版 7 中世の遺構 (3)一 S区 。N区―



1.N区 (5区)全景 (南から)

2.SD17区画溝跡 (西から)

図版 8 中世の遺構 (4)一 N区―
3,SD17断面 (西から)



●■■|=■

導
鑢

1.SD23区画清跡 (南西から)

2  SD23凶千E耳 (F蜀から)

3  SE14チ ト戸三肋い (〒萄力ゝら)

4  SE19チ ト戸三膨い (F萄 力ゝら)

5  SK21 ・22■墳 (1ヒ 東から)
6  SK26」 二墳 (東力】ら)

監 甍

図版 9



●
・２く９．

i
10(餅 11)

8(9つ )

17～25:SD105周溝状遺構

図版10 古代の遺物 (1)

15(9‐16)

1～ 3・ 7・ 8・ 19～21:上師器養
4・ 5・ 9～ 11・ 22～25:須恵器j4h

6:土師器蓋
12:須恵器高台邦
13・ 14:須恵器壷
15:16:須恵器奏
17:土師器郭
18:土師器鉢      S=1/3

13(11‐ 2)

14(9‐15)

19(113) 21(■‐51 22(11!め

1～ 5:S1108住居跡 6～ 16:S1109住居跡 ( )は図No



1(11‐10)

5(11-14)

3(孔 1‐ 12)

6(12‐ 1) 8(12‐ 3) 9(12‐ 4)

11(141)

1～ 10:SD105周溝状遺構 11～13:SDl10周溝状遺構 14 i SDl14周 溝状遺構

15・ 16:SD文 02溝跡 17～ 19:SK101土媛

14(145)

7(12‐ 2)

1・ 7・ 8・ 15'17:須恵器郭
21須恵器高台杯
3:須恵器壼
4・ 5:須恵器奏
9:須恵器蓋 ll:土師器邦
6・ 18:土師器鉢
10:手捏土器
12～ 14・ 16・ 19:土師器養 S=1/3

15(14-6)

18(1牛 9)

19(1牛 10)

( )は図No

10(12‐5)

17(14‐ 3)

図版11 古代の遺物 (2)



2(15-2)

7(17-3)

4:SDl19イ青a1/11i

ib(15-lb)

8(17‐ 4)

5～ 9:Ⅵ層ほか

図版12 古代の遺物 (3)

1～ 311:師器発 5
8'9:独 恵器lTN

3(15-3)

6(17-2)

9(175)

Jを師恭不  S=1/3

土師器高台 l lN

( )は図No

4(161)



1(1件0 2(17‐ 7) 3(17‐ 8)

4(179)

7(17‐ 12)

8(1卜 13)

1・ 2・ 10:須恵器邦     4:須 恵器蓋
3:須恵器高台不 5・ 6:須志器壷

図版刊3 古代の遺物 (4)

7:須恵器長頚壷
8。 9・ 12:須恵器奏

13(186)

15(185)

16(187)

11:須恵器転用硯
13～ 16:土師器甕 S=1/3

( )は図No

9(17‐ 14)

ll(1}3)

1～16:Ⅵ 層ほか
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ぐ１２．
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く・２
．

・＜９
．
． ９ｊ

9(18弔 )

12の X線写真 (左 :正面

(5)。 中世の遺物 (1)

10(12‐ 6)                14(1&11)      15(12‐ 11)      16(餅 18)

ll・ 12:鉄斧ヵ  S=1/3  1・ 4・ 5。 16:笠109住居跡 13:S1108住居跡
)は図No         2・ 6'7・ 10・ ■・15:SD105周滞状遺構

8:SD110周溝状遺構  3・ 9'12・ 14:Ⅵ 層ほか

1～ 4:鉄鏃 5～ 8:鉄釘
13:不明鉄製品 14:紡錘車

17:砥石  S=1/3
18:曲物底板ヵ S=1/4

17:SD17溝跡
18:SE15井戸跡

図版14 古代の遺物

■のX線写真 (左 :正面 右 :側面)

17(25‐6)



4(224)

2(222)

7(22‐ 79

ll(22‐ 11)

14(2214)

電 ふ
28(272j

1～ 11:SD01区画溝跡
12・ 13 i SD10区画溝跡
14:SD02溝跡

《S区》

15～ 19:SD17区画溝跡
20～24:SD23区画溝跡
25:SD18溝跡

26・ 27:SD2溝跡
28～32:遺構確認時ほか

図版15 中世の遺物 (2)
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ふ り が な いっぽんやなぎいせき

書 名 一本柳遺跡

副  書  名

巻 次

シ リ ー ズ 名 美里町文化財調査報告書

シリーズ番号 第 2集
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発 行 年 月 日 西暦2007年 3月 31日

ふ り が な
所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所  在  地

コ ー  ド 世界測地系
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 】ヒ傘革 東経

いっぼんやなき

一本柳遺跡

宮城県遠田郡

美里町

字新一本柳

045055 39044

38度

31分

26オ少

141度

5分

42秒

2006.06.01

-09.26
730■だ 道路改良

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

一本柳遺跡 集落跡 古 代 竪穴住居跡 2軒

掘立柱建物跡 1棟

周溝状遺構 3条

溝跡 鱒状遺構含む)8条

土媛 2基

土師器 須恵器
鉄鏃 鉄鎌
鉄斧カ

砥石

古代の竪穴住居跡や周溝

状遺構の年代は 9世紀前

半頃とみられる。

中 世 区画溝跡 4条 (2対 )

柱穴列 1条

溝跡 7条

井戸跡 5基

土娠13基

中世陶器 青磁
砥石

中世は大溝で区画された

区域 (屋敷跡)が少なく
とも2ケ所あり。



美里町文化財調査報告書第 2集

一 本 柳 追 跡

平成19年 3月 25日 印刷

平成19年 3月 31日発行

発 行 美 里 町 教 育 委 員 会
宮城県遺田郡美里町北浦字駒米13

株式会社 東 北 プ リ ン ト
仙台市青葉区立Hr24-24

F口   刷




